
令和２年度 

社会福祉法人瀬戸市社会福祉協議会事業報告 

 

本会では令和２年度の事業運営にあたり、平成２９年度に策定した「地域福祉活動計画」に基づ

き、地域福祉課題解決のため４つの重点施策を掲げ、引き続き、「地域の居場所推進事業」を核とし

た重点項目を中心に福祉事業の展開を予定した。 

しかし、令和２年３月以降、世界的規模の危機となった新型コロナウイルス感染症の感染予防や

まん延拡大防止への対応により、社会のあらゆる分野で活動や行動が制約を受け、人々のつながり

の希薄化や分断、孤立が著しく増幅されるという影響を伴った。本会にあっても地域福祉推進事業

や福祉保健センターの指定管理事業はじめ、地域の福祉活動において、その多くが休止や縮小を余

儀なくされ、予定した活動量や成果を大きく下回る結果となった。また、会員募集や共同募金運動

などにおいては、地域関係者に例年に増して心労をお掛けする結果となった。他方、コロナ禍に伴

う生活困窮世帯の急激な増加に対応した生活福祉資金貸付制度に基づく相談や申請受付事務など、

予期せぬ事務量の増加に機動的に対応し、セーフティネットとしての役割の一端を担った。 

コロナ禍の収束は依然として見通せず、社会全般がこのような状況下にあることから、地域の福

祉課題はコロナ禍を起因としてこれまで以上に広がりと複雑化を呈し、顕在化が危惧されるところ

である。一方で、様々な苦難や困窮を抱える方々への支援は、公助のほか、多くの人々の気づき寄

り添う行動が各所でつながりを見るところとなった。 

後年度に向けては、誰もが経験のない事態に困惑と萎縮が先行したこの令和２年度の経過を踏ま

え、新しい生活様式の実践を基本としつつ、コロナ禍と共存しうる事業の実施方法を探っていく必

要がある。 

 

 

＜地域福祉活動計画 重点施策＞ 

１ 誰もが集える居場所づくり 

   地域のコミュニティを維持することができるように、身近な地域で誰もが集まることができ

る居場所づくりを推進するため、地域の居場所推進事業(わがまち「よりどころ」プロジェク

ト)について広報誌（社協だより年４回）に掲載や地域での会議で周知、啓発に取り組んだ。ま

た、地域の会議では、住民からの「よりどころ」開設の相談に対応した。 

 

２ 地域で活躍できる支えあいの人づくり 

   災害時に立ち上げる「災害ボランティアセンター」の担い手養成のため、災害ボランティア

コーディネーターの養成講座の開催や、災害ボランティアセンター立ち上げに向けたオンライ

ンによる運営訓練を開催した。コロナ禍において自宅にいながら交流できるオンラインサロン

の担い手養成講座や福祉実践教室サポーター養成講座等を開催し、地域で活躍できる支えあい

の人づくりの推進に取り組んだ。 

   また、今年度は地域の困りごとのアンケート結果を踏まえ、各種団体の協力により、住民の 

たすけあいによる高齢者の移動支援事業の試みが実現している。 

  



３ 相談できる・つながる仕組みづくり 

   地域担当者が「よりどころ」や各種団体の会議への参加及び「ふくし出前講座」の実施を通

じて地域と積極的に関わり、地域住民間のつながりから得られる様々な困りごと情報を明らか

にし、支えあうことへの支援及び専門機関や行政の相談へつながる仕組みづくりに取り組んだ。 

 

４ 支えあいの心をはぐくむ環境づくり 

福祉に対する理解や知識を深める「福祉実践教室」や職員が地域の集まりに出向いて行う「ふ 

くし出前講座」等を実施し、子どもから大人まで幅広い世代に対し福祉に接する機会をつくり、

支えあいの心をはぐくむ環境づくりに取り組んだ。 

 

＜令和２年度 重点項目＞ 

１ マスコットキャラクターを活用した社会福祉協議会の周知 

   法人化５０周年を機に作成したマスコットキャラクター『せとっち』を活用し、本会の事業

活動（災害ボランティアコーディネーター養成講座、福祉クリスマス会）の周知、啓発に活用

した。 

 

２ 地域の居場所推進事業～わがまち「よりどころ」プロジェクト～の推進 

   歩いて行くことができる身近な地域の居場所「よりどころ」に対し、看板の設置・認定と運

営に関する費用の一部助成を行い、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまち

づくりの推進に取り組んだ。 

   今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止や活動再開に向けて、「よりどころ」に感染

予防啓発のチラシや寄贈されたマスクの配布等を行った。 

なお、地域住民向けの説明会は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 

 

３ 福祉奨学金入学準備費の支給 

   小中学校の入学準備が経済的な理由により困難な世帯への援助として、福祉奨学金入学準備

費の支給を行い、児童生徒の福祉増進に取り組んだ。 

 

４ ふくしボランティアフェスティバルの開催 

   地域住民が社会福祉協議会を知り、またボランティアと接する機会として、「ボランティア

フェスティバル」と「福祉のつどい」を一体とした「ふくしボランティアフェスティバル」の

開催を前年度同様に計画したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とし、代わり

にボランティア活動を紹介するＤＶＤを作製し、周知、啓発に取り組んだ。 

 

５ 地域担当制の実践強化 

   ７地域包括支援センター単位に、地域担当職員や生活支援コーディネーターを配置し、地域

にある生活課題の解決に向け、地域住民とともに地域福祉活動の推進に取り組んだ。また、今

年度は地域担当連絡会を１１回開催し、わがまち「よりどころ」プロジェクトの推進、地域福

祉活動計画の進捗状況確認、地区社協事業等の情報共有や意見交換を行った。 

 

 

 



６ 災害ボランティアセンターの充実 

今年度は東尾張ブロック９市２町の幹事市として東尾張ブロック局地災害時救援活動訓練

の実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため災害ボランティアセンタ

ー設置・運営訓練は中止とし、応援要請等の事前訓練及びオンライン会議のみ実施した。なお、

実施にあたっては瀬戸北ロータリークラブより寄贈された災害救援備品を活用した。 

また、コロナ禍を踏まえた災害ボランティアセンターの運営紹介のためのＤＶＤ作製・配布

のほか、災害ボランティアコーディネーター養成講座の実施により８名の新規登録者を得る等、

災害ボランティアセンターの整備と充実に取り組んだ。 

 

７ 障がい福祉サービス事業等の充実 

   やすらぎ地域活動支援センターでは、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を徹底し、

利用者のニーズに対応できるよう福祉サービスの充実に取り組んだ。 

介護保険事業において、利用者が望む本人らしい生活を支援する福祉サービスの充実のため 

に地域ケア会議を開催し、必要となる新たなサービスを検討した。 

 

８ 瀬戸市福祉保健センター(やすらぎ会館)の運営 

   瀬戸市福祉保健センターの管理者として指定を受けて、瀬戸市福祉保健センターの管理業務、

瀬戸市身体障害者福祉センター・瀬戸市老人福祉センター・瀬戸市プレイルーム事業の運営を

行った。また、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言発令等に伴い、瀬戸市老人

福祉センター・瀬戸市プレイルーム及び貸室の利用の休止や利用制限を機動的に実施したほか、

消毒の徹底・注意喚起を行うなど、安全な管理運営に努めた。さらに、市と連携して要保護児

童家庭等の支援として瀬戸市プレイルームを活用し、利用休止中においても見守りや相談を実

施した。 

引き続き、令和３年度からの５年間についても管理者の指定を受けた。 

 

９ 地域包括ケアシステムの構築 

   基幹型地域包括支援センター、地域包括支援センター及び生活支援コーディネーターと連携

し、地域包括ケアシステムの構築に向けて地域ケア会議等に参加し地域課題の抽出、解決に向

けた取り組み等を検討・実施した。 

 

＜主な事業内容＞ 

１ 社会福祉推進事業 

⑴ 役員会等の開催 

主な議案 

・評議員会の開催 

・顧問の選任 

・評議員選任・解任委員会委員の選任 

・評議員選任・解任委員会の開催 

・評議員選任候補者の推薦 

・事業報告・決算 

・福祉サービスに係る苦情解決事業に関する実施要綱の第三者委員の選任 

・福祉基金の設置及び管理に関する規程の一部改正 



・福祉基金の一部取崩し 

・補正予算(第１号)、(第２号)、(第３号) 

・社会福祉大会の顕彰 

・事業計画・予算 

・役員等の費用弁償に関する規程の一部改正 

・役員賠償責任保険の加入 

⑵ 瀬戸市社会福祉大会(新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催を中止、顕彰のみ) 

顕彰の種類 被顕彰者 

市長感謝 ８団体 １０人 

社協会長表彰 １団体 ２１人 

社協会長感謝 １団体 ２０人 

赤い羽根作品  １４人 

⑶ マスコットキャラクターを活用した広報啓発活動の推進 

   マスコットキャラクター「せとっち」の着ぐるみを作成し、東尾張ブロック局地災害時救

援訓練用ＤＶＤや福祉クリスマス会中止に伴うプレゼント用ＤＶＤに「せとっち」を活用す

る等、啓発活動の推進に取り組んだ。 

⑷ 社協だより・ホームページ等の強化 

  本会が実施する事業の周知及び福祉に関する理解促進のため、広報紙「社協だより えが

おのたね」を年４回(４、７、１０、１月)発行した。また、ホームページを活用し、タイム

リーできめ細やかな情報の発信に努めた。 

⑸ 職員研修計画に基づいた研修の実施 

   外部研修は減少したが、社会福祉協議会内の地域福祉活動計画に関わる進捗状況、各事業

における目標管理の実践、職員を対象とした「心の健康づくり」について研修を実施した。 

⑹ 各種団体との連携強化 

   ボランティア団体、福祉団体等で構成するやすらぎ連絡会は、福祉夏まつりや福祉クリス

マス会、お楽しみ交流会を実施することを目的としているが、今年度は新型コロナウイルス

感染症拡大防止のためこれらイベントは中止とし、連絡会も休止とした。代わりに障がい者

施設による手作り品の販売促進の検討や施設利用団体の作品展示の実施等、例年とは異なる

方法で連携を図った。 

また、本会の施設会員で構成する施設連絡会は３月に会議を開催し、各施設等が抱える課

題について情報共有し連携を深めた。 

 

２ 地域福祉推進事業 

⑴ 地域に必要とされる地区社協活動の支援 

ア 地区社協会長連絡会及び企画委員会の開催 

主な議案 

・会員募集 

・敬老事業 

・歳末たすけあい募金配分金 

・地区社協役員研修会 

・企画事業審査会 



・地区社協活動助成事業 

・次年度配分金 

・地区社協活動マニュアルの見直し 

イ 地区社協役員研修会 

   今後の地区社協事業を考える機会として、地区社協役員を対象とした研修会を開催して

いるが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年１１月１４日(土)

に開催を予定していた地区社協役員研修会を中止とし、代わりに地区社協会長連絡会開催

時に地区社協会長に対してミニ役員研修会を実施した。 

開催日 令和２年１１月１２日(木) 

開催場所 やすらぎ会館３階 和集会室 

内容 「これからの地区社協事業について」～他市・他地区の事例から～ 

 ウ 地区社協事業 

    予定をしていた多くの事業が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休止された。

その中、感染防止対策を講じながら各地区の実情に応じた事業等が実施された。 

区分 事業名 
地区社協数 

(全１９地区) 

主な事業 

敬老事業 
新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため中止 

歳末たすけあい配分事業 １９地区 

ふれあい会食 
新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため中止 

企画事業 

子育てサロン ５地区 

高齢者の集いの場作り 

(いきいきサロン等) 
８地区 

広報紙発行 １７地区 

買い物移動支援 １地区 

マスク配布・見守り事業 1地区 

⑵ 地域の居場所推進事業～わがまち「よりどころ」プロジェクト～の推進 

歩いて行くことができる身近な地域の居場所「よりどころ」に対し、看板の設置・認定と 

運営に関する費用の一部助成を行った。今年度は多くの「よりどころ」で、新型コロナウイ 

ルス感染症拡大防止に伴い活動が休止された。 

看板の設置・認定の累計 ４４か所（前年度対比 ４か所増） 

運営に関する費用助成 １５か所 １９８，０００円 

開催回数及び参加者数 １，０８８回 延べ７，２２０人 

⑶ 子育て支援・子育てサロンの拡充 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、新たな子育てサロンの拡充にはつながらなかっ

たが、実施に向けた３か所の子育てサロンで感染症対策の助言等を行った。 

⑷ 地域支えあい会議の実施 

   今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催ができず、市内７つの地域包括支

援センターや地域の諸団体との情報共有等を行った。 

 



⑸ 地域担当制の実践強化(７地域包括支援センター単位) 

   ７地域包括支援センター単位に、地域担当職員や生活支援コーディネーターを配置し、地

域にある生活課題の解決に向け、地域住民とともに地域福祉活動の推進を図った。また、地

域担当連絡会を１１回開催し、わがまち「よりどころ」プロジェクトの推進、地域福祉活動

計画の進捗状況確認、地区社協事業等の情報共有や意見交換を行った。 

⑹ 買い物バスツアーの全市的な実施 

    買い物に困っている住民や地域の課題解決に向けた支援方法を検討するため、老人福祉セ

ンターのバスの運行空き時間を活用して買い物支援を企画していたが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、バスの利用制限や地域活動の自粛を踏まえ休止とした。 

⑺ 子ども食堂の実施 

子どもの孤食を防ぎ、学習支援をすることで、安心して子どもが過ごせる居場所づくりを 

目的とした子ども食堂を例年通り予定したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

通常開催は休止とした。このため「せとっちエール便」という食料支援活動に切り替え、地

域住民等に寄付いただける食料品を募り、コロナ禍の影響で収入が減少した方や生活困窮の

方を対象とした食料品配布を実施した。 

食料品募集期間 集まった数 配布家庭数 

令和２年７月３０日～８月１３日 １,３２１個 ３８件 

⑻ 保健・医療・福祉関係機関との連携強化 

自治会や民生委員児童委員協議会をはじめとする各種団体や瀬戸旭医療・介護連携推進

協議会や瀬戸介護事業連絡協議会の会議参加等による連携強化や活動支援に取り組んだ。 

⑼ 歳末たすけあい募金の配分 

ア 歳末たすけあい募金配分金関係 

介護保険要介護４・５の方、身体障害者手帳１・２級の方、療育手帳Ａ判定の方、精神保 

健福祉手帳１・２級の方及び母子父子家庭等の１８歳未満の子を対象に、介護用品券・福祉 

タクシー券・図書カード・シルバー人材センターサービス提供券の支給を実施した。 

内容 支給件数 支給金額 

歳末たすけあい募金配分事業 １，５９５件 ３，１９０，０００円 

イ 各地区社協において、介護用品の支給、おせち料理の配達、クリスマス会、慰問等の地域 

福祉事業を実施した。 

ウ 障がい者施設及び瀬戸市母子福祉会への助成を実施した。 

対象 助成金額 

障がい者施設(２１施設) ２３０，５００円 

瀬戸市母子福祉会 ７５,０００円 

⑽ ふくし出前講座の拡充 

「よりどころ」や地区社協等の会合に出向き、わがまち「よりどころ」プロジェクトや認

知症を含めた健康講座、その他福祉に関する様々な情報や知識についての講座を実施した。 

内容 実施件数 

ふくし出前講座 ３件 

⑾ 障がい者、高齢者の自立支援及び社会参加活動の促進 

   地域活動支援センターでの活動や認知症カフェの担い手等を通じた社会参加活動の促進

や障がい者、高齢者の自立に向けた支援に取り組んだ。 



⑿ やすらぎ木曜市の開催及び地域的展開 

障がい者就労施設等の利用者の就労体験や労働意欲向上及び会館利用者との交流を目的

として、毎週木曜日に各施設の製品等をやすらぎ会館１階ロビーで販売する「やすらぎ木曜

市」を企画していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休止とした。 

⒀ ふくしボランティアフェスティバルの開催 

子どもから大人まで楽しみながら福祉に関する理解と関心を深めるため、ボランティア 

体験コーナー、障がい者団体等の協力による手作り品即売会、「よりどころ」プロジェク 

トや『せとっち』を活用した啓発活動を予定したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止 

のため中止とした。 

 

３ 相談事業 

 ⑴ 心配ごと相談の実施 

毎週木曜日の午後１時から面接相談を予定したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため休止期間があり、その間は電話による「よろず相談」として実施した。 

開設回数 取扱延件数 １回あたり取扱件数 

３７回 ３３件 ０．９件 

 

内容 相談件数 

よろず相談 ５件 

 ⑵ 法律相談の実施 

法律相談は、毎月第１から第４木曜日の午前９時から弁護士による面接相談を予定した

が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、休止や電話相談とあわせて実施した。 

開設回数 取扱延件数 １回あたり取扱件数 

３８回(うち４回は電話による相談) １９６件 ５．２件 

 ⑶ 福祉総合相談の実施 

福祉の総合相談窓口として市内各所より高齢者や障がい者及びその家族から相談があり、

情報提供や各種サービスの連絡調整、関係機関への紹介等を実施した。また、介護支援専門

員等の福祉従事者、医療機関等の専門機関からの相談の他にも、民生委員等地域の方からの

相談が多くあり、専門機関につなぐ等の連携に取り組んだ。 

相談内容については、高齢者に関する相談が最も多く、内容も介護や介護保険サービスに

ついての相談だけではなく、「障がいを持つ子と認知症を患う親」といった複合的な内容を

伴う相談も多く見られた。 

内容 相談延件数 

高齢者 ９,５９１件 

障がい者 ６７３件 

認知症に関する相談 ７１２件 

権利擁護に関する相談 ３４３件 

 

 

 

 



４ ボランティア関連事業 

⑴ ボランティアセンター機能の充実 

   ボランティアに関する相談・活動等に対応するため、ボランティア相談の実施、ボランテ

ィア登録の拡充等、ボランティアセンターの運営強化に努めた。また、一般市民を対象とし

た各種ボランティア講座、登録ボランティアの紹介及びボランティア活動の啓発、情報の提

供を広報紙・ホームページ・フェイスブックを活用し取り組んだ。 

ア ボランティアセンター運営委員会の開催 

主な議案 

・事業報告 

・瀬戸市福祉教育推進校、福祉実践教室説明及び体験会、児童・生徒の福祉実践教室 

・各種講座の開催 

・事業計画 

・地域福祉ボランティア活動助成金の交付 

イ ボランティアに関する状況 

ボランティア登録 
団体：８５団体 

(１，６３４人) 
個人：１３人 総数１，６４７人 

ボランティア相談 活動依頼数２０件 相談件数２８件 総件数４８件 

ボランティアサロン 開催１回 参加人数１５人 

ボランティア保険 加入総数：２，１８４人 

ウ 講座等に関する状況 

内容 対象 内容 開催日数 参加者数 

講座 

市民及び 

登録ボランティア 

・災害ボランティア 

コーディネーター養成講座 
１日 ３３人 

教職員 

(小・中・高等学校) 

・福祉実践教室説明 

及び体験会 
１日 中止 

市民 
・福祉実践教室サポーター 

養成講座【新規】 
1日 １８人 

小学生 

(４年生～６年生) 

・こどもふくし体験 

きゃらばん 
２日 中止 

広報活動 

・「社協だより」…年４回掲載 

・ホームページ、フェイスブックの活用…随時更新 

・「広報せと」…ボランティア講座等の開催のお知らせ掲載 

・「ボランティアだより」…年２回発行(９、１２月) 

運営委員会 開催回数 ３回 

 

 

 

 



エ 福祉実践教室開催状況 

     コロナ禍での開催にあたり、講師やボランティアと感染予防対策を徹底し、実施し

た。 

福祉実践教室：通年 参加者数：１，４９６人 

＜科目別実施回数(専門学校を含む)＞             (単位：回) 

区分 

科目 

車
い
す 

手
話 

要
約
筆
記 

点
字 

視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド 

知
的
障
が
い
者
理
解 

音
声
訳 

高
齢
者
疑
似
体
験 

盲
導
犬 

講
演 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

合
計 

小学校 ６ １５ １ ８ ３ １ ０ ４ ２ ０ １ ４１ 

中学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

高等学校等 １ １ ０ ０ ０ １ ０ ３ １ ０ １ ８ 

合計 ７ １６ １ ８ ３ ２ ０ ７ ３ ０ ２ ４９ 

⑵ ボランティア団体への支援 

   瀬戸市ボランティア連絡協議会をはじめ１８団体の登録ボランティアを対象に、地域福祉

ボランティア活動助成金を交付し、活動の支援に取り組んだ。 

区分 件数 金額 

ボランティア活動を啓発、または拡大するために

必要な経費 
１１件 ２６２，６０７円 

ボランティア活動に必要な資器材等の購入に 

要する経費 
６件 ３３３，９６０円 

ボランティア活動に特に必要と認められる経費 １件 ２００，０００円 

合計 １８件 ７９６，５６７円 

 ⑶ 東尾張ブロック局地災害時救援活動訓練 

    東尾張ブロック９市２町の幹事市として、災害救援連絡会議や局地災害時救援活動訓練の 

実施に向けた活動に取り組んだ。 

内容 開催日 内容 参加者数等 

第１回 

東尾張ブロック 

災害救援連絡会議 

令和２年 

１０月９日(金) 

・令和２年度東尾張ブロック社会

福祉協議会局地災害時救援活動

訓練について 

１２団体 

１７人 

東尾張ブロック 

社会福祉協議会局

地災害時救援活動

訓練(事前訓練) 

令和３年 

１月２７日(水) 

～ 

１月２９日(金) 

・相互応援に関する協定確認及び

訓練 

・瀬戸市災害ボランティアセンタ

ー設置運営事前訓練 

・瀬戸北ロータリークラブとの連 

 携 

１３団体 

１７人 



東尾張ブロック 

社会福祉協議会局

地災害時救援活動

訓練 

令和３年 

１月３１日(日) 

・瀬戸市災害ボランティアセンタ

ー設置運営訓練 

・コロナ禍における災害ボランテ

ィアセンターの運営訓練 

中止 

第２回 

東尾張ブロック 

災害救援連絡会議 

令和３年 

３月１２日(金) 

・令和２年度東尾張ブロック社会

福祉協議会局地災害時救援活動

訓練における事前訓練及びオン

ライン会議の振り返りについて 

１３団体 

１８人 

 

５ 援護活動事業 

⑴ 生活福祉資金、小口資金等の貸付 

 ア 生活福祉資金貸付事業(新型コロナウイルス感染症に係る特例貸付) 

    新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した世帯に対して、相談支援及び

必要な資金の貸付を実施した。 

内容 貸付延べ件数 総貸付金額 

緊急小口資金 ７４８件 １３６，７００，０００円 

総合支援資金 ２０８件 ８９，７５６，０００円 

 イ 生活福祉資金貸付事業 

他の資金の借り入れが困難な低所得世帯、障がい者や高齢者のいる世帯に対して、相談 

支援及び必要な資金の貸付を実施した。 

内容 貸付件数 総貸付金額 

教育支援資金 ６件 １５，８６０，０００円 

ウ 法外援護 

    社会福祉協議会の自主財源を原資に、２万円を上限に小口融資の貸付を実施した。 

内容 貸付件数 総貸付金額 

小口融資資金貸付 １２件 ２３０，０００円 

⑵ 福祉奨学金の支給 

低所得世帯の生徒が高等学校及びこれに準ずる専門学校へ通学する場合に必要な学資の 

一部として奨学金の支給を実施した。 

内容 対象者 支給額 

福祉奨学金 ９人 ９０，０００円(１０，０００円／１人) 

⑶ 福祉奨学金入学準備費の支給 

    新小学１年生及び新中学１年生の入学援助のため、瀬戸市の就学援助費新入学児童生徒学

用品費を受給する方を対象に、福祉奨学金入学準備費の支給を実施した。 

内容 対象者 支給額 

福祉奨学金入学準備費 １６１人 ３，２２０，０００円(２０，０００円／１人) 

 ⑷ 「ささえ愛ポスト」の寄付マスク配布について 

    マスクの寄付を募る「ささえ愛ポスト」を設置し、寄付をされたマスクを市内の福祉施設

等に配布を行った。 

 

 



区分 内容 

設置場所 ２か所（やすらぎ会館・瀬戸市役所） 

設置期間 令和２年５月２０日（水）～１２月２８日（月） 

配布枚数 ３，２００枚 

配布先 

社会福祉協議会施設会員 

地区社協 

よりどころ 

市内保育園 

認知症カフェ 

市内児童養護施設 

市内ブラジル人学校 

 

６ 各種福祉活動 

区分 事業内容 

児童青少年福祉 

１ 福祉教育推進校の指定 ６校 

小学校   水南、西陵 

中学校   光陵、品野 

高等学校等 瀬戸窯業、瀬戸北総合 

老人福祉 
１ 敬老行事に対する事業費助成 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

障がい者福祉 

１ 福祉クリスマス会 

  令和２年１２月１２日(土) 中止 

家庭で楽しめるようＤＶＤを作成し、対象者に配布 ６７件 

社会福祉一般 

１ 広報活動の充実強化(社協だより、ホームページ等) 

２ 社会を明るくする運動への協力 

３ 車いすの貸出 ２３７台 

４ ゆうあい号(車いすスロープ付軽自動車)の貸出 ６５件 

 

７ おもちゃ図書館「クレヨン」の運営及び活動 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため運営及び活動は休止としたが、開館

に備えおもちゃの消毒やおもちゃの更新など、利用者を迎える体制維持に取り組んだ。 

休止中、障がい児者や子育て関連施設へおもちゃの貸出は実施した。 

貸出日数 おもちゃ貸出数 

４日 ６個(障がい児関係者及び子育て関係団体) 

 

８ 受託運営事業 

⑴ 介護保険訪問調査事業 

瀬戸市から委託を受けて、要介護認定調査対象者に対して介護支援専門員が訪問調査等 

を行った。 

内容 件数 

介護保険訪問調査 １，９４８件 

 



⑵ 瀬戸市福祉保健センター(やすらぎ会館)の管理・経営 

ア 瀬戸市福祉保健センターの施設管理 

指定管理者制度により、福祉保健センター(やすらぎ会館)の指定を受けて、管理・経営 

を実施した。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用休止や利用制限、消 

毒の徹底や利用時の注意喚起を行う等、安全な管理運営を行った。 

階 施設名 件数 人数 

１
階 

第１作業室 ３３２件 ２，５７２人 

第２作業室 ２０７件 １，４７９人 

日常生活訓練室 ０件 ０人 

２
階 

プレイルーム １９８件 ２，４２７人 

視聴覚室 ３３４件 ４，５０９人 

２０１会議室 ２７７件 ２，４７８人 

ボランティア室 １１４件 ７４８人 

相談室 １１３件 ４８０人 

３
階 

階 

３
階 

４
階 

教養娯楽室 ０件 ０人 

和集会室 ５４件 ８５７人 

相談室 ０件 ０人 

４
階 

４
階 

５
階 

５
階 

５
階 

合
計 

５
階 

合
計 

 健診室 １３０件 ４，１１１人 

４０１会議室 １４件 １３５人 

５
階 

 

大集会室 ２３１件 ５，９８６人 

看護指導室 １５０件 ３，５９８人 

リハビリ指導室 １８０件 ３，６１９人 

５０１集会室 ２６件 ４７８人 

栄養実習室 １００件 ２，９６７人 

合計 ２，４６０件 ３６，４４４人 

イ 瀬戸市身体障害者福祉センターの運営  

障がい者を対象とした福祉講座は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催を

休止した。また、利用制限や外出自粛などから来館による相談に対する助言、指導及び各

種サービスの提供が十分に実施できなかった。 

福祉夏まつり及び福祉お楽しみ交流会は、不特定多数の参加が見込まれるため、新型コ 

ロナウイルス感染症拡大防止のため開催を中止とした。 

内容 開催日 

福祉夏まつり 令和２年８月７日(金)中止 

福祉お楽しみ交流会 令和３年２月１９日(金)、２０日(土) 

演芸会…中止、作品展示…３階にて展示 

ウ 瀬戸市老人福祉センターの運営  

緊急事態宣言発出期間中の、４月・５月、１月・２月は利用休止とした。利用休止期間 

中は、利用者への電話連絡により、安否確認や困りごとの相談を実施した。利用再開に際 

しては、フロアの換気、手指消毒や検温の徹底のほか、利用者同士の密集・密接を防ぐた 

めに利用制限や浴室利用に際しては事前予約制とする等、感染対策を徹底した。６０歳以 

上の方等を対象とした福祉教室は開催を中止したが、老人福祉センター利用者へのフレイ 



ル予防の取り組みを実施した。 

(ア) 各種教室の状況 

高齢者等を対象とした体操やパソコン教室等、例年１０種類ほどの福祉教室を実施 

しているが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、全て休止とした。 

(イ) 団体別利用状況 

老人クラブ 教室 サークル その他の団体 合計 

０人 ０人 ０人 ３７６人 ３７６人 

(ウ) 設備・事業別利用状況 

ヘルストロン 入浴 囲碁・将棋 相談 合計 

２，６８２人 ８８９人 ０人 ６人 ３，５７７人 

(エ) 送迎バス利用状況 

区分 利用日 利用人数 

個人利用者 月・木曜日 ２４０人 

老人クラブ 水・金曜日 ０人 

その他の団体 ０人 

合計 ２４０人 

 

エ 瀬戸市プレイルームの運営  

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年３月５日から５月３１日までを利 

用休止とし、６月１日からは事前予約制で利用を再開した。感染症予防に努め、健康チェ 

ック表を用いて親子の体調を把握し、使用したおもちゃやプレイルーム内の消毒を徹底し 

安心利用に取り組んだ。 

育児講座についてはプレイルーム内でできる講座のみ開催したが、その他の講座等につ 

いては休止とした。 

区分 回数 人数 

講座・教室等 

育児講座 ９回 １１０人 

親子お楽しみ会 ０回 ０人 

小学生講座 ０回 ０人 

小計 ９回 １１０人 

プレイルーム 

育児サロン １６８回 ２，２６２人 

一般利用者数 ３０回 １６５人 

小計 １９８回 ２，４２７人 

合計 ２０７回 ２，５３７人 

⑶ 地域包括支援センター事業 

ア やすらぎ地域包括支援センター 

瀬戸市が設置する地域包括支援センターの１つとして、陶原・長根地区に住む高齢者を 

対象に、自宅訪問による実態把握等を行った。介護予防教室に関しては、新型コロナウイ 

ルス感染症拡大防止のため今年度は休止となった。また、認知症初期集中支援チームで、 

認知症の方と家族に対する包括的かつ集中的な支援を行った。 

 

 



区分 事業実施内容 実績 

やすらぎ地域包括 

支援センター 

介護予防(口腔)教室実施回数 ０回 

地域はつらつ講座実施回数 １回 

高齢者実態把握件数 １１５件 

総合相談支援件数(処遇困難事例) １件 

介護支援専門員に対する支援件数 ４５件 

住宅改修理由書作成件数 １４件 

認知症初期集中支援延件数 １７件 

イ 瀬戸市基幹型地域包括支援センター 

     市内７か所の地域包括支援センターの全体調整や支援、緊急・困難ケースへの対応、地

域包括支援センター及び介護支援専門員の資質向上研修、認知症カフェの開催、医師会等

の医療関係機関及び生活支援コーディネーターとの連携、介護予防・日常生活支援総合事

業に関する情報収集等を実施した。また、認知症地域支援推進員として認知症ケアパスや

認知症カフェの継続的な普及・啓発の実施、さらに認知症当事者が抱える課題やニーズ(要

望)の把握と認知症サポーターの活動支援等、地域包括ケアシステムの深化・推進に取り

組んだ。 

     基幹型地域包括支援センターが取り組む認知症カフェは認知症サポーターの力を借り

ながら本人が望む活動を側面的に支援する内容で実施した。 

区分 事業実施内容 実績 

基幹型地域包括 

支援センター 

相談延件数 ９２７件 

相談延件数のうち認知症に関する相談延件数 ２１１件 

介護保険事業所向けに開催した研修回数 ３回 

行政・地域団体等の依頼に応じて開催した講座回数 ３回 

地域ケア会議の開催及び出席した回数 ８回 

認知症カフェの開催回数 １５回 

⑷ 日常生活自立支援(福祉サービス利用援助)事業 

愛知県社協から委託を受けて、認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者などで判断す 

ることが不安な方のために福祉サービスを利用する際の援助等の事業を実施した。 

区分 件数 

新規契約数 １件 

年度末契約数 １７件 

 

対象者 

内容 

認知症 

高齢者等 

知的 

障がい者等 

精神 

障がい者等 
合計 

問い合わせ件数 

(制度、事業について) 
７件 ６件 ２件 １５件 

初回相談件数 

(初回相談受付) 
７件 ２件 ２件 １１件 

相談援助件数 ８６件 ７８件 ６４件 ２２８件 

合計 １００件 ８６件 ６８件 ２５４件 

 

 



⑸ 各種福祉関係団体事務局 

瀬戸市から委託を受けて、６団体(瀬戸市遺族連合会、瀬戸市更生保護女性会、瀬戸市民 

生委員児童委員協議会、瀬戸市子ども会連絡協議会、瀬戸市母子福祉会、瀬戸市老人クラ 

ブ連合会)の事務局等の運営業務を行った。 

⑹ 生活支援コーディネーター配置業務(第１層・第２層) 

    瀬戸市から委託を受けて、市内全域(第１層)の生活支援コーディネーター、７地域包括 

支援センター圏域からモデル的に配置された３圏域(ふたば地域包括支援センター圏域・地 

域包括支援センターしなの圏域・地域包括支援センター中央東圏域)に第２層生活支援コー 

ディネーターを配置し、生活支援・介護予防サービスの提供体制整備の推進を図った。 

ア 資源の把握等の実施 

地域におけるボランティア等の生活支援サービスに関連する資源の把握やネットワー 

ク構築に向けて各種研修会・会議への参加を行い、生活支援・介護予防サービスの整備 

に向けた情報の把握に努めた。 

  また、資源把握をした情報を基に瀬戸市資源マップ「つながり やっぱり おもいや 

り」お弁当等配達版を作成した。 

事業内容 件数 

資源の把握及び開発 ８２件 

ネットワーク構築 １６５件 

ニーズと取り組みのマッチング １９３件 

サービスの担い手の養成 ７件 

合計 ４４７件 

イ 担い手養成講座「インターネットを使って交流してみませんか」の実施 

    新型コロナウイルス感染症の影響から地域のサロンや催し物が開催できない状況から、コ

ロナ禍でもできる新たな交流・居場所の確保のため、オンラインサロンの運営に関心のある

高齢者の方々を対象として担い手養成講座を開催した。 

区分 開催日 開催時間 参加者数 

１日目 令和３年３月１５日(月) １０：００～１２：００ １４人 

２日目 令和３年３月２２日(月) １０：００～１２：００ １４人 

 ⑺ 新型コロナウイルス感染症対策緊急生活支援業務の実施【新規】 

    新型コロナウイルスの感染者・濃厚接触者として保健所から自宅待機を求められ、生活に 

必要な食料品や日用品等の調達が困難な方に対して、代わりに買い物し、自宅へ配達を行っ 

た。 

内容 件数 

生活支援 ３０件 

 

９ 介護保険事業 

⑴ 居宅介護支援(ケアプラン作成)事業 

せと地域福祉サービスセンター(居宅介護支援事業所)を運営し、要介護認定者にケアプラ 

ンを作成した。 

 

 



区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

利用者数 ３５人 ２０人 １９人 ９人 ８人 ９１人 

作成延件数 ３５９件 ２７８件 １９１件 １０５件 ８１件 １，０１４件 

⑵ 介護予防支援(介護予防ケアプラン作成)事業 

やすらぎ地域包括支援センターの事業として、陶原・長根地区の要支援認定者及び事業対 

象者に介護予防ケアプランを作成した。 

区分 事業対象者 要支援１ 要支援２ 合計 

利用者数 ４２人 ６０人 ７０人 １７２人 

作成延件数 ４６１件 ６３６件 ８４７件 １,９４４件 

 

10 障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための事業 

⑴ 地域生活支援(地域活動支援センター)事業 

新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を徹底し、創作的活動、社会適応訓練、レクリ 

エーション及び送迎等のサービスを行った。また、多くのボランティアの協力を得ながら、 

一人ひとりの適性に合わせた活動支援を行った。 

区分 人数 開催日数 

利用登録者 ２９人 

２９３日 
参加延人数 

利用者 １，６０２人 

ボランティア ５８０人 

 

11 その他の支援事業 

⑴ 瀬戸市共同募金委員会への支援 

 ア 共同募金運動(赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金)の実施 

内容 募金実績額 

赤い羽根共同募金 １０，１７９，１６３円 

歳末たすけあい募金 ６，６６６，０６５円 

合計 １６，８４５，２２８円 

 イ 募金機能付き自動販売機の普及啓発 

内容 延設置台数 

募金機能付き自動販売機 １５台 

⑵ 日赤瀬戸市地区への支援 

  ア 活動資金の募集 

内容 募集実績額 

一般社資 ７，４５１，５０８円 

法人社資 ６５１，０００円 

合計 ８，１０２，５０８円 

  イ 災害見舞金及び物資の支給 

支給件数 災害見舞金 物資 

３件 ２５，０００円 毛布１１枚、緊急セット３セット 

  ウ 災害義援金等の受付 
     被災者支援の一助とするため、やすらぎ会館等に募金箱を設置して災害義援金を募り、

また窓口にて受付を行った。 


